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１ 趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条の規定に基

づき、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけれ

ばならないこととされています。

田布施町教育委員会（以下「町教育委員会」という。）では、法の規定に則り、効果的な教育

行政の推進に資するとともに、町民への説明責任を果たすため、令和４年度の町教育委員会の

事務事業の執行状況について点検及び評価を行い、教育に関し学識経験を有する者の知見

を踏まえた上で、その結果をまとめましたので、報告します。

２ 点検及び評価の実施について

（１） 対象事業

令和４年度に実施した町教育委員会の事業のうち、「令和４年度田布施町の教育」に掲

げる主要な事業を選定し、「田布施町総合計画」に定める具体施策ごとに分類して、点検及

び評価を行いました。

（２） 評価の方法

事業の概要、実績、経費の執行状況、課題などを内容とする「事業の点検・評価票」を作

成し、下記の評価基準に基づき、町教育委員会事務局が内部評価を行うとともに、評価の

客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する者として町教育委員会が委嘱した３

名の委員による外部評価を実施しました。

（評価委員）

（評価基準）

３ 点検及び評価の結果について

別紙のとおり

髙 橋 邦 子 元田布施町教育委員

田中惠美子 元田布施町立小学校長

木 村 正 嗣 元中学校長

Ａ 目的に対し、順調に事業が達成できた。

Ｂ 事業の進め方等に改善の検討はあるものの、概ね（８割程度）目的を達成できた。

Ｃ 目的の一部（５割程度）は達成できたが、事業の改善が必要である。

Ｄ 事業の抜本的な見直し、休・廃止の検討が必要である。
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事業の点検･評価一覧表

Ｎo 事 業 の 名 称
経 費

（千円）
評価 担 当 課

１ 教育委員会運営事業 706 A

学校教育課

２ スクールバス運行事業 10,574 A

３ 小学校管理事業 172,080 A

４ 小学校教育振興事業 2,346 B

５ 中学校管理事業 14,232 A

６ 中学校教育振興事業 2,380 B

７ 保健関係事業 3,534 A

８ 就学援助事業 9,768 A

９ 教員補助者設置事業 7,780 B

１０ 幼児教育推進事業 － A

１１ 生徒指導推進事業 1,483 B

１２ 学力向上推進事業 8,205 A

１３ 体力向上推進事業 － A

１４ 特別支援教育推進事業 － B

１５ キャリア教育推進事業 － B

１６ コミュニティ・スクール(CS)推進事業 250 A

１７ 学校給食センター運営事業 71,495 A
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Ｎo 事 業 の 名 称
経 費

（千円）
評価 担 当 課

１８ 生きがい教室開催事業 308 B

社会教育課

１９ 学校・家庭・地域連携協力推進事業 3,752 A

２０ 成人式開催事業 1,812 A

２１ 人権教育推進事業 456 B

２２ 青少年の健全育成事業 650 A

２３ 地域公民館まつり開催事業 240 B

２４ 公民館運営事業 24,132 B

２５ 公民館施設管理事業 14,659 A

２６ 図書館管理運営事業 27,818 A

２７ 郷土館管理運営事業 8,092 B

２８ 埋蔵文化財調査事業 35,220 B

２９ 町史編修事業 4,052 B

３０ スポーツ推進体制強化事業 546 B

３１ 生涯スポーツ推進事業 3,031 B

３２ 我がまちスポーツ推進事業 － A

３３ スポーツセンター管理運営事業 26,869 B
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事業の点検評価票（学校教育）

Ｎo.１

Ｎo.２

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 教育委員会運営事業

事 業 の 概 要 教育委員会会議の開催や教育委員の研修及び学校訪問等

事 業 の 実 績

・教育委員会会議及び協議会：5 回

・総合教育会議開催：2 回

・教育委員学校訪問：6 月 30 日、7月 4日、9 月 28 日、10 月 6日、10 月 7日

（小学校 4校、中学校 1校訪問）

・教育委員研修会等

柳井地域教育委員等研修会：5月 27 日（周防大島町）

山口県市町教育委員会 教育長・委員研修会：4 月 18 日（セントコア山口）

・その他教育関係行事への出席

（運動会等については、コロナ禍のため不参加）

委員報酬[690,800 円]、評価委員報償[15,000 円]

事 業 の 経 費 706 千円

事業の成果と課題

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況について適正な点検及び評

価を行い、今後の教育行政に反映する取組を進めている。また、総合教育会議を年 2

回開催し、いじめ問題・不登校対策、全国学力・学習状況調査、部活動の地域移行、

子どもの居場所づくりについて町長部局との連携を図った。

評 価 A

各学校の状況を把握し、教育委員会と町長部局が情報・課題を共有し、そ

れぞれの立場から支援する体制は評価できる。

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 スクールバス運行事業

事 業 の 概 要
学校の統廃合等により、遠距離通学となる児童生徒の通学条件の緩和を図るた

め、町所有のスクールバス３台及びタクシーの運行を交通業者に委託

事 業 の 実 績

対象児童生徒の登下校及び総合的な学習の時間や中学校部活動に利用

・麻郷小学校 1台 （対象人数：１１人）

・田布施西小学校 1台 （対象人数： 4 人）

・東田布施小学校、田布施中学校 1台 （対象人数： 2 人）

・校外学習（41 回）、部活動利用（33 回）

・運行委託料 8,808,565 円

・修繕料 730,649 円

・消耗品 63,305 円

・燃料代 825,421 円

・保険料 36,790 円

・車検に係る手数料 25,900 円

・重量税 83,400 円

事 業 の 経 費 10,574 千円

事業の成果と課題 遠距離通学の児童生徒の通学条件の緩和や登下校の安全が図られた。

内 訳 Ｒ４ (円）
車検 407,249

タイヤ交換 323,400
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Ｎo.３

他県において発生した、送迎用ﾊﾞｽ車内への置き去り事案を受け、本町では、チェ

ックシートをﾊﾞｽ運転手に配付し、教育委員会へ提出することにより、毎回、降車確認

を行う体制を整えている。また、校外活動や部活動利用の際は、学校においても、参

加者の把握及び降車確認を依頼しており、安全管理の徹底を図っている。

今後も安心・安全のもとスクールバスの適正な運用に努める。

評 価 A

バス置去り防止のチェックシートを活用するなど安全な運行に努めている。

財政的な制約がある中、確実に事業が行われている。

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 小学校管理事業

事 業 の 概 要 所管する４小学校の施設維持管理及び学校設備等の整備を行う。

事 業 の 実 績

・光熱水費 12,422 千円
・各小学校修繕費 4,368 千円
・点検管理業務等の委託 12 件 14,717 千円

城南小学校大規模改修工事
（１）設計監理業務委託 8,470,000 円
（２）その他

・工事費 138,783 千円
城南小学校大規模改修工事(建築工事) 127,380,000 円
城南小学校大規模改修工事(電気設備) 7,480,000 円
麻郷小学校下水道圧送管工事 594,000 円
田布施西小学校高圧開閉器取替工事 1,189,100 円
東田布施小学校鉄棒取替工事 891,000 円
東田布施小学校電柱上 PAS 取替工事 577,500 円
城南小学校トイレ換気扇改修工事 671,000 円

・学校用備品 1,790 千円
（１）一般備品 342,980 円
（２）学校保健特別対策事業

内 訳 Ｒ4 (円）

消防設備点検 443,300

電気保安管理 741,840

浄化槽管理 1,443,090

清掃業務 2,013,787

草刈業務 101,750

ﾌﾟｰﾙろ過器保守管理 140,800

貯水槽清掃 33,770

樹木剪定 108,000

下水中継ﾎﾟﾝﾌﾟ保守管理 184,800

校内 LAN保守 925,650

ｼﾝｸﾗｼｽﾃﾑ保守 110,000

合 計 6,246,787

内 訳 Ｒ4 (円）
サーキュレーター 6台 165,000

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ・ｽｸﾘｰﾝ 213,400

ワンタッチテント 108,900
CO2 モニター 17 台 168,993

ｺｰﾄﾞﾚｽ集音ﾏｲｸ 4 台 117,700

ﾜｲﾔﾚｽﾁｭｰﾅｰ 34,000
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Ｎo.４

事 業 の 経 費 172,080 千円

事業の成果と課題

児童の安全及び良好な教育環境を確保するため、必要となる学校施設の修繕等
を実施した。
大規模改修が遅れている城南小学校校舎棟を令和 3年度繰越事業により整備を

行った。授業を行いながらの工事となったが、学校と工事業者との緊密な連携によ
り、早期に工事が完成した。
昨年度に続き、新型コロナウイルス感染症対策による学校支援を行った。

評 価 A

各学校の老朽化に対して修繕できている 今後も安全な学校運営に対し計

画的に実施してほしい。

資材高の中で城南小の大規模改修ができており評価できる。

台形テーブル 2脚 78,000

トランシーバー 3 ｾｯﾄ 52,140

スポットクーラー 2台 170,720
その他 338,213

合 計 1,447,066

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 小学校教育振興事業

事 業 の 概 要
児童、教職員の教育振興・充実を図る事業等である。主なものは、総合的な学習の

時間等関係経費、教職員研修会等への補助金

事 業 の 実 績

・総合的な学習における講師謝金 25 千円
・バス･渡船借り上げ料 315 千円

（陸上記録会、総合的な学習）

・学校用備品 1,446 千円
（１）教材備品 725,016 円
（２）図書購入費 720,498 円

・各種負担金、補助金 560 千円

事 業 の 経 費 2,346 千円

事業の成果と課題
毎年、「学校図書館図書標準」に基づき、図書蔵書の充実を進めている。
理科振興備品は、充足率が低く計画的な備品整備が必要。

評 価 B

児童の学習意欲が高まるように図書、備品（特に理科振興備品）の充実を図

って欲しい。

財政的な制約がある中で、計画性を持って事業を推進されているが課題が

まだあり継続して取組んでほしい。

内 訳 Ｒ4 (円）

教職員研修 150,000

県郡校長会 126,400

県郡教頭会 112,500

県郡教育研究会 52,200
小学体育連盟 4,230
養護教諭研修会 16,000

事務職員会 16,000

修学旅行 82,564

合 計 559,894
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Ｎo.５

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 中学校管理事業

事 業 の 概 要 所管する中学校の施設の維持管理及び学校設備等の整備を行う。

事 業 の 実 績

・光熱水費 6,386 千円
・修繕費 1,642 千円
・点検管理業務等の委託１１件 5,360 千円

･工事費 605 千円
中学校校屋内運動場ステージ上部防水工事 605,000 円

・学校用備品 239 千円
（１）一般備品 105,490 円
（２）学校保健特別対策事業

事 業 の 経 費 14,232 千円

事業の成果と課題

生徒の安全及び良好な教育環境を確保するため、必要となる学校施設の修繕等を
実施した。
令和３年度建築物のバリアフリー化のための昇降機・段差解消設備を整備した。今

年度その機器使用にあたり保守管理の契約を行った。
昨年度につづき、新型コロナウイルス感染症対策による学校支援を行った。

評 価 A

安全な学習環境を維持するように工事が随時できている。

長期計画に則り、着実に執行できている。

内 訳 Ｒ4 (円）

消防設備点検 434,500

電気保安管理 244,200

清掃業務 1,126,108

ﾌﾟｰﾙろ過器保守 35,200

貯水槽清掃 122,430

樹木剪定委託 50,000

校内ＬＡＮ保守 421,850

昇降機管理 585,090

ビル管理 2,221,000

段差解消保守 92,400

ｼﾝｸﾗｼｽﾃﾑ保守 27,500

合 計 5,360,278

内 訳 Ｒ4 (円）

サーマルカメラ 52,580

足踏み式消毒ｽﾌﾟﾚｲｽﾀﾝﾄﾞ

4 台
43,200

ﾜｲﾄﾞﾚﾝｽﾞｶﾒﾗ・高感度ﾏｲｸ 37,840

合 計 133,620
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Ｎo.６

Ｎo.７

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 中学校教育振興事業

事 業 の 概 要
生徒、教職員の教育振興・充実を図る事業等である。主なものは、総合的な学習の

時間等関係経費、教職員研修会等への補助金

事 業 の 実 績

・総合的な学習における講師謝金 16千円
・教材備品 190 千円
・図書購入費 500 千円
・部活動備品 120 千円

・各種負担金、補助金 1,554 千円

事 業 の 経 費 2,380 千円

事業の成果と課題

毎年、「学校図書館図書標準」に基づき、図書蔵書の充実を進めている。
理科振興備品は、充足率が低く計画的な備品整備が必要。
部活動備品については、部活動に支障が起きないよう、年次的、計画的に更新をし

ていく。

評 価 B

生徒の学習意欲が高まるように図書、備品（特に理科振興備品）の充実を図

って欲しい。

財政的な制約がある中で、計画性を持って事業を推進されているが課題が

まだあり継続して取組んでほしい。

内 訳 Ｒ4 (円）

事務職員研修会 8,000

養護教諭研修会 4,000

県郡校長会 34,000

県郡教頭会 22,500

県郡教育研究会 43,500

中学体育連盟 252,590

中学文化連盟 37,800

修学旅行 146,678

部活動指導 360,000

県大会出場助成 500,000

教職員研修会 144,000

合 計 1,553,068

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 保健関係事業

事 業 の 概 要 学校保健法に基づく小中学校児童生徒や教職員の各種の検診等

事 業 の 実 績

・教職員健康診断（基本検診） 474,860 円

・教職員健康診断（胃検診） 302,418 円

・教職員健康診断（結核検診） 181,522 円

・児童生徒心臓検診 677,060 円 （小 1、小 4、中 1）

・就学時健康診断 453,600 円

・児童生徒健康管理 1,444,900 円
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Ｎo.８

事 業 の 経 費 3,534 千円

事業の成果と課題

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、学校医、学校歯科医の協力の下、欠席

者に対し健康診断の個別受診を実施し、未受診者を出すことなく健康管理を徹底す

ることができた。また、学校薬剤師の指導により感染防止策を図った。

集団受診の難しい長期欠席児童生徒の保護者に対し、健康診断の必要性の理解

が得られ個別受診に繋げられるよう引き続き努めたい。

評 価 A

新型コロナウイルス感染症により、体調やメンタルに不安を抱えた生徒が増

えており、より細かくサポートしてほしい。

コロナ禍の中で、目的に沿って確実に事業ができている。

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 就学援助事業

事 業 の 概 要 経済的な理由による就学困難な児童生徒の保護者に対して、必要な援助をする。

事 業 の 実 績

・小学校

学用品費等 47 人 [ 888 千円]

ｵﾝﾗｲﾝ学習通信費 47 人 [ 645 千円]

医療費 0人 [ 0 千円]

給食費 46 人 [ 2,116 千円]

新入学準備金 7人 [ 378 千円]

・中学校

学用品費等 47 人 [ 2,276 千円]

ｵﾝﾗｲﾝ学習通信費 47 人 [ 641 千円]

医療費 0人 [ 0 千円]

給食費 44 人 [ 2,284 千円]

新入学準備金 9人 [ 540 千円]

事 業 の 経 費 9,768 千円

事業の成果と課題

学校教育法第 19 条の規定に基づき、経済的理由によって就学困難な児童生徒の

保護者に対して充実した支援を行った。

令和 4 年度より、ＧＩＧＡｽｸｰﾙ構想の実現に伴う保護者負担を軽減させるため、支

給項目「ｵﾝﾗｲﾝ学習通信費」を新たに設け、1人あたり、年間14,000円支給している。

継続して新入学予定者及び全児童・生徒に案内文を送付し、制度の周知徹底を図

りたい。

評 価 A

支援が必要な保護者に対し安心して子育てできるように取組んでおり評価

できる。今後も継続的な支援に努めてほしい。

確実に事業が実施できている。
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Ｎo.９

Ｎo.１０

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 教員補助者設置事業

事 業 の 概 要
特別な教育的支援を必要とする児童の、学校教育に適応できる環境を整えることに

より、きめ細かな指導を行う。

事 業 の 実 績

・配置校及び人数

麻郷小学校 2名 田布施西小学校 3名

東田布施小学校 2名 城南小学校 2名

計 9名

事 業 の 経 費 7,780千円

事業の成果と課題

低学年や配慮を必要とする児童に対し、教員補助者配置による複数体制をとること

で学習環境が整い、落ち着いた授業が実現できている。学校からの要望に伴い、増

員、勤務時間延長を実施した。

教育的ニーズに対応するため継続の必要性を感じているが、人材確保に苦慮して

いる。

評 価 B

実態に応じ実施出来ている点は評価できるが、より安定した教育環境のた

め、人材確保の課題を克服し、学校からのニーズに応えられるよう努めて欲

しい。

学校からのニーズに対して、より一層応えらるよう取組んでほしい。

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 幼児教育推進事業

事 業 の 概 要

幼児期の教育の重要性を再認識し、幼児一人ひとりの個性を尊重するとともに、社

会生活における望ましい習慣や態度を育成する。また、幼児教育の質の向上を図り、

幼児期から連続性・一貫性のある教育の充実に努める。

事 業 の 実 績

・幼保小中連携会議(年１回）と幼保小連絡協議会（年 2回）の開催

・５歳児発達相談会での就学に関する相談、助言

・就学時健康診断の実施

・保健師と連携した就学に係る幼保園訪問

・小中教員による保幼園訪問の開催

事 業 の 経 費 ━ 千円

事業の成果と課題

成果： 幼保園を小中学校教員が訪問し、園児の様子を把握したり、小中学校の様子

を園に伝えたりする機会を設けることができた。また、幼保小中連携会議をＣＳ・

地域協育ネット合同研修会に統合し、田布施町の教育のあり方について共通認

識できるようになった。

課題： 園と小中学校間の行事の交流にとどまらず、資質・能力をつなぐカリキュラム

「かけはしプログラム」の編成・実施すること。

評 価 Ａ

幼保小中の連携を基本に幼児教育を推進していくのは正しい判断といえ

る。小学校・中学校での生活にスムーズに適応できるように情報の共有、同

一歩調での実践、就学への助言等、１２年間を見通して多面的に取り組ん

でいる。田布施の子供を伸ばすための継続的な推進を期待する。
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Ｎo.１１

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 生徒指導推進事業

事 業 の 概 要

児童生徒が互いの心身を大切にし尊重し合える学校づくりや、小中学校で一貫し

た指導体制の確立、また、いじめや不登校への早期発見・早期対応により、個に応じ

たきめ細かな支援体制を確立する。

事 業 の 実 績

・スクール・カウンセラー(SC)、スクール・ソーシャル・ワーカー(SSW)の積極的な活用

（定期的・臨時的相談、訪問含む）

・早期発見のためのいじめアンケート実施、教育相談等の充実

・ケース会議の開催

（学校の要請により、スクール・カウンセラー、スクール・ソーシャル・ワーカー、警察、

児童相談所、関係各課の参加）

・町民福祉課との情報交換実施

【不登校】 【暴力行為】 【いじめ（認知件数）】

R2 小 5 人 中 21人 小無し 中無し 小 32 件 中 5件

R3 小 1 人 中 21人 小 5件 中無し 小 32 件 中 3件

R4 小 6人 中 2１人 小 2件 中 3件 小 43 件 中 3件

ＳＳＷ派遣事業

委託料 208，014 円

不登校総合対策事業

学習支援員 臨時雇賃金 873，910 円

ＳＣ報償 359，550 円

旅 費 51，042 円

事 業 の 経 費 1,493 千円

事業の成果と課題

・SC活動件数 のべ７２回

・SSW活動件数 のべ４３回出動

成果： 各小・中学校ともに、スクール・ソーシャル・ワーカー、スクール・カウンセラー等

と連携し、学校では児童生徒に対してストレスマネジメント等に関する授業を実施

したり、不登校児童生徒を抱える保護者への相談を実施して不安を取り除いた

り、いじめに関する相談をしたりする等、さまざまな面でサポートしていただくこと

により、改善方向に向かっている事案が増えている。

課題： 小学校の不登校が増加した。中学校は横ばいである。体調不良や偏頭痛で

休む日が多い児童生徒の中にはスマホやゲーム等で生活習慣が乱れ、寝不足

から体調を崩しているものも少なくない。

暴力行為は小学校で 2件発生した。自分勝手な短絡的な行動から起こってい

る。中学校では 3 件発生している。原因は様々で、被害者が先に加害者が激昂

するようなことを言っていたり、正しいことをしようとしているのだが、やり方が相手

を怒らせるようなものだったりと、ソーシャルスキルの未熟さが感じられる。

いじめ認知件数は小学校は増加傾向にあり、中学校は減少している。毎週い

じめアンケートをしていることで、どんな小さな事案でも積極的に認知をする意識

は高まっている。今後も、各学校・関係機関や専門家との連携を密にし、早期発

見・早期対応はもとより、個に応じたきめ細かな支援体制の強化を図っていく。

評 価 Ｂ

不登校児童生徒の課題は様々だが、本人への支援体制、保護者への相談

体制など、関係機関と連携をとりながら前向きな方向へ進めていただきた

い。
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Ｎo.１２

Ｎo.１３

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 学力向上推進事業

事 業 の 概 要

学校の組織的な取組、授業改善を含めた工夫や教員一人ひとりの授業力向上、

学習環境づくりに努めるとともに、学習習慣の確立と主体的な学習態度の育成を図

る。

事 業 の 実 績

・県派遣指導主事人件費 8,205 千円

・指導主事の学校訪問による指導、支援

・校内研修（研究授業及び一人一授業）への指導・助言

・授業改善、学力向上のための情報共有と指導・助言

・町学力向上担当者会議（年３回）の開催による「全国学力・学習状況調査」及び

「山口県学力定着状況確認問題」への対応

事 業 の 経 費 8,205 千円

事業の成果と課題

・県派遣指導主事の学校への訪問 … 平均週 3回

成果： 授業におけるＩＣＴの活用について、活用術の指導や事例の紹介等を通し

て教員の積極的なＩＣＴの活用が図られた。用途に応じて、幅広い学習ができ

るように工夫できるようになってきた。

課題： 全国学力・学習状況調査及び山口県学力調査における町内児童生徒の

平均正答率は、全国や県平均を下回る学校が多かった。また学校によって、

差が大きくなっているのが現状で、さらに校内でも、上位層と下位層の二極化

が進んでいるの見て取れる。「やまぐち学習支援プログラム」の計画的な活用

を推進したり、小中連携を意識した授業公開で授業力を向上したりすること

で、児童生徒の確実な学力向上につなげていきたい。特に近年若手教員が

増加していることから、人材育成に重点を置き、ユニット型研修の推進による教

職員の授業改善を進めるなど、持続的な研修体制を構築していく必要があ

る。

評 価 Ａ

少子化により成績の上下変動は起こりうる。学力向上は教師の授業力の

向上にかかっている。県派遣指導主事が精力的に活動し、教員の指導

力の向上、学校の組織的な取組の推進等に成果が上がっている。今後も

教員の意欲を維持しながら校内研修の充実を図り、授業力の向上、児童

生徒の学力向上に向け、指導主事には人材育成に努めていただきた

い。

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 体力向上推進事業

事 業 の 概 要
体育の授業や町の体育的行事等を核としながら、体育的活動の充実を図るととも

に、児童生徒の体力の向上を目指す。

事 業 の 実 績

・「体力向上プログラム」の作成及び「1校 1取組」に対する指導

・町内小学校陸上記録会へ小学５，６年が参加

・体力テスト等のデータ集積による課題把握、分析、取組に対する指導助言

事 業 の 経 費 ━ 千円
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Ｎo.１４

事業の成果と課題

成果： 町内小学校陸上記録会は縮小しての開催。町内一周駅伝は新型コロナウイ

ルス感染拡大で中止になっていたが、４年度に町内駅伝として再開することがで

きた。各学校で体力テストの結果を分析し、「体力向上プログラム」を作成、始業

前や業間体育、放課後等を利用して体力向上に取り組むよう粘り強く指導してい

る。その結果、小中学校で持久力を中心に体力向上の兆しが見えている。

課題： 全県的な体力面での課題である投力に重点をおいた授業に生かせる指導の

工夫や、日常的な運動習慣化の工夫を指導していく。

評 価 Ａ

各校が工夫して児童生徒の体力向上に向けて取り組んでいる。町の体育的

行事の実施や、体力テストの分析をもとにした「課題のある体力」への取組に

ついて、今後も指導、助言を進めていただきたい。

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 特別支援教育推進事業

事 業 の 概 要
児童生徒一人ひとりの障害の状況や教育的ニーズに対して、正しい認識と共通理

解のもと、教育的支援を計画的に推進する。

事 業 の 実 績

・町教育支援委員会の開催

・町校内コーディネーター研修会の開催（柳井地域で合同開催）

・幼保小中連携会議(年１回）、幼保小連絡協議会（年 2回）の開催

・就学に係る幼・保園訪問、相談会の実施

・就学時健康診断の実施と結果の通知

・田布施総合支援学校や地域コーディネーターとの連携

・各学校における特別支援学級等設置状況

麻郷小学校 ：自閉症・情緒障害、知的障害、通級指導教室

田布施西小学校：自閉症・情緒障害、知的障害、言語障害、通級指導教室

東田布施小学校：自閉症・情緒障害、知的障害

城南小学校 ：自閉症・情緒障害、知的障害

田布施中学校 ：自閉症・情緒障害、知的障害、病弱学級、通級指導教室

事 業 の 経 費 ━ 千円

事業の成果と課題

・5 歳児相談会…相談者７名

・就学前相談会…相談者６名

成果： 保健センターと情報の共有や連携を強化。5歳児発達相談に参加し、できるだ

け早い段階での就学に向けた相談を行った。１年後の就学前相談で成長の様子

をみて就学支援の一助としたい。

課題： 通常の学級における特別支援教育の視点をもった指導の充実。指導や支援

において、個々の児童・生徒に適した配慮等について、研修機会を増やし、特別

支援教育担当だけでなく学校全体での取組を一層深めていく必要がある。

また、通級指導を必要とする児童が増加する傾向にあり、今後支援体制を充

実させる必要がある。

評 価 Ｂ

就学に向けて早い段階から関係機関と連携して保護者との相談体制を整え

ていることは、児童が安心して学校生活を送ることにつながっている。特別

支援教育を全教育活動につなげるという課題への努力は今後も必要であろ

う。
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Ｎo.１５

Ｎｏ．１６

施 策 名 ふるさと就労に向けた高校・大学との連携 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 キャリア教育推進事業

事 業 の 概 要
社会的・職業的自立に向けた勤労観、職業観等を身に付けるためのキャリア教育・

職業教育の推進と進路指導の充実を図る。

事 業 の 実 績

・キャリア教育全体計画の見直し等に関する指導

・１０歳のつどい（１/２成人式）、志教育の奨励

・社会見学や職場訪問、職場体験に関する指導・助言

事 業 の 経 費 ━ 千円

事業の成果と課題

成果： 中学校においては、職場訪問、職場体験が感染症拡大で中止になったが、社

会見学や色々な職業の方の講話を聞いたり、進学する学校について調べたりす

る等、効果的に実施ができた。また、第２学年で立志のつどいやスポーツ・文化

面で高い実績を残した選手・生徒に栄光の旗顕彰式が行われた。

小学校では１０歳のつどい(1/2 成人式）が全校で実施された。

課題： 来年度からは、保護者や地域とこれまで以上に連携し、活動の中で児童生徒

がふるさと田布施の良さを実感する取組ができるようにしたい。

評 価 Ｂ

コロナによる職場体験学習の中止は残念であるが、ふるさとを大切にするこ

の育成は確実に図られている。これからも、働くことや職業について視野を

広めたり理解を深めたりできるような取組について指導・助言を望む。

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課

事 業 の 名 称 コミュニティ・スクール(ＣＳ)推進事業

事 業 の 概 要

コミュニティ・スクールの仕組みを生かした学校・家庭・地域が連携・協働する体制づ

くりをめざし、学校を中心に世代を超えた新たな絆が生まれるように、地域総がかりによ

る学校支援や子どもの育成に努める。

事 業 の 実 績

[麻郷小 4回] [田布施西小 4回] [東田布施小 4回] [城南小 4回]

[田布施中 5回]

事 業 の 経 費 250 千円

事業の成果と課題

成果： コロナ禍の影響を受けながらも、各校とも工夫しながら活動し、異校種や家庭・

地域のつながりを維持した。また、各校が同じ目標に向けて足並みをそろえて地

域連携教育を行うことができるよう、田布施町全体の地域連携カリキュラムの作成

に取り組んだ。地域協育ネット運営委員会での熟議により、町全体でめざす子ど

も像・めざす地域像を設定し、各小学校から中学校へ系統的に指導ができるよう

なカリキュラムのたたき台を作った。

課題： 今後は、各校にて実践をしながらカリキュラムを見直し、マネジメントを行ってい

けるよう、学校運営協議会の運営の充実を図りたい。

評 価 Ａ

学校運営協議会が確実に実施されており、地域ぐるみで子供の育成を図る

機運が着実に上がっている。町全体の地域連携カリキュラムが作成され、小

中学校が同じ目標の下に各地域の特色を生かした実践が進められている。

学校運営協議会 50,000 円×5校＝250,000 円
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Ｎo.１７

施 策 名 学校給食センターの効率的な運用 担当課 給食センター

事 業 の 名 称 学校給食センター運営事業

事 業 の 概 要

成長期にある児童生徒の心身の健全な発達のため、安全で美味しくバランスのとれ

た食事を提供することにより、健康の増進、体位の向上を図る。

また、正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身に付け、「食べること」をとおして自

然の恵みや人々の温かい心への感謝の気持ちを育てる。

児童生徒が生涯にわたり健康で過ごすために、自己管理能力を身に付け、多様で

個性豊かな教育的なねらいをもった学校給食を推進する。

事 業 の 実 績

・給食対象校 小中学校 5校

・年間給食回数 195 日

・年間給食 200,535 食

・米飯 週 4回 パン 週 1回

・地場産週間（年 3回）における地場産食材使用状況 年間平均 88.2%

・管理栄養教諭による、小学校への学校給食巡回訪問 4回

・残食率推移 （％）

※残食率５％未満目標

・給食費収入額 55,788,380 円

・学校給食無償化事業 21,559,285 円

-----------------------------------------

・調理場運営費 26,775,192 円

（人件費、光熱水費、設備維持管理費等）

・給食センター備品 7,302,900 円

・給食調理配送業務委託料 37,416,500 円

事 業 の 経 費 71,495 千円

事業の成果と課題

令和３年９月から調理業務等の民間事業者委託を開始し、事業者と栄養教諭が連

携を密にとり、円滑に事業を遂行している。

１１月、地場産物を知ってもらうため、県漁協青年部と連携して田布施町沖でとれた

ハモを加工したつみれ団子を食材に、「ハモつみれの野菜あんかけ」を全児童生徒に

提供した。

食中毒の発生や異物混入防止のため食材の点検、調理場の清掃、職員の定期的

な細菌検査等、衛生管理を継続して徹底する。

就学時に児童が安心して学校給食を食べ始めることができるよう、町内６園の年長

園児を対象にした給食試食会を予定していたが、コロナ禍により中止となった。

老朽化した各種調理機器、備品等を計画的に更新していく。

食事内容が安全で栄養的に優れ、児童生徒にとって魅力的であるように、献立・調

理の質的充実・向上に努めており、給食残食率は低い。児童・生徒やクラス担任、給

食担当教諭、給食センターが連携を密に図り、低率を保っている。

評 価 A
物価高騰のおり、地場産品を積極的に活用し運営できてる。残食率が少な

く、安全衛生的な給食のていきょうが行われている。

米飯 おかず

R1 １．８ ０．９

R2 ０．９ ０．４

R3 ０．４ ０．４

R4 １．３ ０．８
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事業の点検評価票(社会教育）

Ｎo.１８

Ｎo.１９

施 策 名 社会教育施策の充実 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 生きがい教室開催事業

事 業 の 概 要

60 歳以上の町民を対象に、様々な分野の講師、指導者の講座により学習し、地域

の人や子どもとのふれあいを深めることにより、町民の生きがいづくりを図る。各地域の

公民館と連携・協力し教室生を募り、講座の計画･立案等を行い、生きがい教室を月１

回程度開催する。（講座運営費 年 1,500 円を徴収）

事 業 の 実 績

新型コロナウイルス感染拡大防止に留意しつつ充実した講座になるよう努めたが、公

民館施設の部屋ごとの利用人数制限により、活動の制約を受けた。

【修了証書授与者】 城南公民館 23人、西田布施公民館 36 人、東田布施公民館 31

人、麻郷公民館 28 人、麻里府公民館 27 人 合計 145 人

（経費内訳： 講師謝金、消耗品費等）

事 業 の 経 費 308 千円

事業の成果と課題

各地域の公民館で、30 人程度の参加があり、教室生が主体的に事業運営に取り組

んでいる。内容は、防災・防犯、健康に関することなど多岐にわたり、各公民館で高齢

者の生きがいづくり、生涯学習の場として特色ある取り組みを行っている。

評 価 B
高齢者の方がより参加しやすいよう、送迎など工夫が出来ればよい。参加者

の増加は見込めない中、人数に応じた取組はなされている。

施 策 名 社会教育施策の充実 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 学校・家庭・地域連携協力推進事業

事 業 の 概 要
安全・安心な放課後の子どもの居場所づくりと子どもと地域の交流の場づくりを推進

するため、放課後子ども教室事業等の企画・運営を支援する。

事 業 の 実 績

・放課後子ども教室（9 教室）

「東田布施小学校金声塾」、「西の寺子屋」、「城南こころ教室」、「麻郷小成器

塾」、「たぶせキッズ教室」、「たぶせ少年少女発明クラブ」、「たぶせ少年少女合

唱団」、「たぶせ天体教室」、「田布施中学校放課後学習会」を開講

・田布施町地域協育ネット運営委員会（2回）

西田布施公民館にて委員自己紹介・目標の共有等（6 月 24 日）

西田布施公民館にて今年度振り返り・来年度に向けて等（2月 20 日）

・田布施町地域協育ネット研修会

サリジエにて講演（10 月 14 日）

・地域協育ネット研修会（地域の力・心パワーアップ研修会）

中央公民館 （3 月 7 日）

・地域活動

小中学校で消毒ボランティア活動を実施した。

各公民館と各小学校との地域学校協働活動として花のピット苗の移植作業を実

施した。

・家庭教育支援推進事業

子育て支援講座「わくわくすいはんきクッキング」（柳井市を中心に活動してる「ご

はんを多幸会」と協力して実施）・「親子で図書館司書講座」（田布施図書館と協

力して実施）

教育用品シェアリング
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Ｎo.２０

チームエプロンの作成による啓発活動

・オープンスクール事業（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）

県事業「山口県学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業」

地域協育ネット推進事業（2/3 補助、補助額 2,088 千円）

（経費内訳： 賃金、講師謝金、消耗品費、通信運搬費、備品購入費等）

事 業 の 経 費 3,752 千円

事業の成果と課題

各地域の放課後子ども教室の指導者・支援員も放課後の子どもに対しての接し方

や指導の仕方を勉強し、より子ども達が楽しく参加できるように寄り添いながら指導して

いる。また、子ども達も地域の方の顔を覚え、声をかけてくれるため地域との交流が盛

んになっている。今後、指導員の負担が大きくなりすぎないように、支援していく。ま

た、講座もマンネリ化しないよう選択数を増やしていく。

また、学習支援ボランティアバンクを活用し、小・中学校からの応援要請に応じて、

登録者が日常の授業等に入リ、サポートするなどの支援活動に努めている。

地域学校協働活動推進員 1名を配置し、地域と学校の連携・協働を推進している。

家庭教育支援事業において、学校や各家庭等とつながりが深められるように新たな

支援講座や学校へチーム紹介のための挨拶訪問等の子育て支援活動や啓発活動に

も力をいれ、事業の推進に努めている。

評 価 A

放課後子ども教室や学習支援など、地域のボランティアの支えによって、学

びの場が形成されている。田布施町の子どもたちへの支援が広範囲でなさ

れ、取組は充実している。

施 策 名 社会教育施策の充実 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 成人式（二十歳のつどい）開催事業

事 業 の 概 要

新成人の自主運営による成人式（二十歳のつどい※令和 4年度から名称変更）を

開催する。

成人式の対象者は、平成 13 年 4 月 2日から平成 14 年 4 月 1 日までの出生者。

二十歳のつどいの対象者は、平成14年 4月 2日から平成15年 4月 1日までの出

生者。

事 業 の 実 績

・成人式行事

令和4年 1月 9日 13時から田布施中学校アリーナで開催を予定していたが、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため 4 月 30 日に延期し、TAIKO スポーツセンタ

ー田布施第 2体育館で実施した。

対象者 160 人 （R2 138 人）

出席者 95 人 （R2 －人）

・二十歳のつどい

成人年齢引き下げのため、名称を「田布施町二十歳のつどい」に変更し、令和 5

年 1月 8日に田布施中学校体育館（アリーナ）で実施した。

対象者 148 人

出席者 91 人

（上記両経費内訳： 賞賜金、役務費、消耗品費、委託料、印刷製本費等）

事 業 の 経 費 1,812 千円

事業の成果と課題

8 月より毎月１回程度、新成人による実行委員会を開催し、新成人が自主的に、記

念式典、茶話会などの内容・運営方法を協議して、充実した内容の二十歳のつどいを

計画している。

評 価 A
コロナ禍で制約のある中、内容を工夫しながら新成人が自主的に企画運営

して開催できている。
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Ｎo.２１

施 策 名 社会教育施策の充実 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 人権教育推進事業

事 業 の 概 要

田布施町人権教育推進協議会が中心となって、人権学習講座、人権教育推進大

会等を開催する。また、町広報への掲載等の活動により、人権啓発に努め、町ぐるみ

の人権学習を推進する。

事 業 の 実 績

・人権学習講座開設事業

人権学習講座（西田布施公民館、参加者 延 120 人）

10 月 6 日「人権感覚をみがく ～日常の体験から～」

谷 茂子 先生（人権擁護委員）

10 月 13 日「こころを繋ぐ アンガーマネジメント

～ちがいをみとめて幸せ時間～」

行本 匡子 先生（一社日本アンガーマネジメントコンサルタント）

10 月 20 日「私も大切、あなたも大切！ ～ほめることから始めてみませんか～」

塚田 拓司先生（元障害者施設「ひかりの里」施設長）

・人権教育推進大会（西田布施公民館、参加者 約 70 人）

11 月 26 日 人権啓発標語・詩 最優秀作品の表彰・発表

「いのちが喜ぶとき ～生まれて来てくれてありがとう～」

心理カウンセラー 阿波 ひろみ 先生

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人数制限をして実施した。

県事業「市町人権教育促進事業」

人権教育講座開設事業（1/2 補助、補助額 130 千円）

・町広報紙面に「私たちと人権」を掲載（年 6回）

（経費内訳： 講師謝金、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費等）

事 業 の 経 費 456 千円

事業の成果と課題

人権学習講座は、町の課題やニーズに応じてテーマを取り上げ参加者の人権意識

の高揚に取り組んでいる。また、人権教育推進大会は、夏休み中に児童生徒の啓発

標語・詩を募集し、大会において最優秀作品の表彰・発表及び記念講演を行い、小

学生から大人まで幅広い年代層に人権意識の高揚を図っており、人権教育の推進に

寄与している。また、講座内容において、講師選定や人権課題等に偏りがなく、幅広

いテーマと向き合えるように努めている。

また、参加者は社会教育部長、自治会関係者、民生児童委員、教職員､婦人会な

ど特定団体の人に限られる傾向が見られるが、毎年役員等の交代もあり、広く町民へ

の周知、啓発につながるよう努めている。

評 価 B

近年参加者が限定されていることから、日中開催などより多くの町民の参加

が得られるよう努めていただきたい。引き続き人権について幅広く課題を共

有できるよう取り組んでほしい。
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Ｎo.２２

Ｎo.２３

施 策 名 社会教育施策の充実 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 青少年の健全育成事業

事 業 の 概 要
青少年健全育成町民会議と連携し、「家庭充実の日」運動の普及、家庭教育に関

する学習機会や相談体制の充実を図り、家庭教育力の向上を目指していく。

事 業 の 実 績

・田布施町青少年健全育成町民会議

機関紙の発行、標語等の立看板の管理、中学生の交通安全反射ベスト購入補助、

小学生や保育園児・幼稚園児へのあいさつバッジ配付、カヌー教室・青少年健全育

成作文集の発行などを実施した。また、町民会議総会・夜間街頭補導活動を再開して

いる。

・家庭教育支援推進事業

幼児・児童・生徒及び保護者を対象にきめ細やかな支援を行う家庭教育支援員 10

名が家庭教育の向上を図ることを目的に活動している。

すべての保護者が安心して子育てできるよう、「家庭教育支援チーム」を中心に地域

の様々な活動を支援。

・オープンスクール事業

次年度小学校へ入学する年長園児と保護者を対象に給食試食会等を計画してい

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とした。（来年度実施予定）

※家庭教育支援推進事業、オープンスクール事業は県の学校・家庭・地域連携協力

推進事業の対象事業。

事 業 の 経 費 650 千円（経費内訳：補助金※町民会議への補助金）

事業の成果と課題

家庭教育支援推進事業として、子育てにおける悩みや不安等を抱えている保護者

を対象とした「家庭教育支援チーム（たのじ）」を 10名で組織し、児童支援（見守りサポ

ート等）、子育て支援活動（子育て支援講座、教育用品シェアリング等）をとおして、青

少年健全育成に寄与した。

評 価 A

青少年健全育成町民会議、家庭教育支援推進事業は、充実した内容で行

われている。各事業とも目的を達成するための事業が計画的に展開されい

る。

施 策 名 豊かな文化の継承と創造 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 地域公民館まつり開催事業

事 業 の 概 要
10月から 11 月の時期に各公民館で、公民館まつり実行委員会の企画運営により

公民館まつり、文化祭、文化展を開催する。

事 業 の 実 績

・開催状況

新型コロナウイルス感染拡大防止のため城南公民館は中止となったが、その他の公

民館については文化展を実施した。

（経費内訳：補助金 ※田布施町文化展は文化協会への補助金）

事 業 の 経 費 240 千円

区分 時期 参加者数

城南公民館まつり（文化展） 中止 －

西田布施ふれあい文化祭（文化展） 令和 4年 11 月 6日 300 人

東田布施公民館まつり（文化展） 令和 4年 11 月 20 日 230 人

麻郷公民館まつり（文化展） 令和 4年 10 月 30 日 200 人

麻里府文化展 令和 4年 11月 13 日 187 人
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Ｎo.２４

事業の成果と課題

各公民館において地域住民の協力で開催している。出展者等には生涯学習の成

果を発表する機会を与え、参加者には多様な芸術文化に親しむ機会となっている。毎

年、多数の協力者が参加し、地域住民のふれあいの場となり、地域の活性化に貢献し

ている。

課題としては、高齢化が進む中で､若い後継者が育っていない状況にあり、協力者

の確保が難しくなっている。

評 価 B

規模を縮小するなど、運営のあり方を見直しながら実施されている。今後

は、実施時期の検討など負担のないような計画を行ってほしい。また、参画

していただける新たな方を発掘しながら取り組んでいただきたい。

施 策 名 豊かな文化の継承と創造 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 公民館運営事業

事 業 の 概 要
公民館運営委員会、実行委員会を開催し、球技大会、盆踊り大会、料理教室など

のイベントを企画・運営し、講座室等の貸館業務などの一般事務を行う。

事 業 の 実 績

・公民館のイベント

城南公民館 ホタルまつり（5 月）中止、盆踊り大会（8 月）中止、体育大会

（9 月）中止

西田布施公民館 球技大会（9 月）中止、ふれあい桜まつり（3 月）中止

東田布施公民館 球技大会（5 月）、コスモスまつり（10 月）

麻郷公民館 スポーツ大会（4月）中止、盆踊り大会（8月）中止

麻里府公民館 盆踊り大会（8 月）中止

・文化協会のイベント

生涯学習芸能発表会（9 月：西田布施公民館）

・公民館利用状況

公民館使用料合計 R4：1,227 千円 R3：837 千円

（経費内訳）

公民館運営委員報償、館長・主事賃金、消耗品、役務費、複写機使用料等

事 業 の 経 費 24,132 千円

事業の成果と課題

各公民館において、地域の拠点として行事・活動を積極的に行っており、地域の連

携を深めている。公民館の運営については、適切に運営され、生涯学習の推進に貢

献している。また、地域住民の参加による施設の環境整備や花苗・花壇管理を行って

おり、地域の交流の場としての活動を広めている。

各館とも講座などの利用者が減少しており、公民館講座利用者について、使用料の

半額免除制度を導入している。

評 価 B

高齢化が進む中、参加者がより地域に親しみをもてるよう、ふれあいの場とし

て公民館行事を実施できている。コロナで中止を余儀なくされた期間はあっ

たが、生涯学習の拠点としての活動は出来ている。

施設名
利用延件数 利用延人数

R4 R3 R4 R3

中央公民館 -件 390 件 -人 4,410 人

城南公民館 431 件 284 件 4,979 人 3,593 人

西田布施公民館 1,121 件 626 件 17,829 人 16,041 人

東田布施公民館 627 件 463 件 5,919 人 5,241 人

麻郷公民館 667 件 417 件 7,062 人 3,822 人

麻里府公民館 252 件 185 件 3,397 人 2,560 人
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Ｎo.２５

施 策 名 豊かな文化の継承と創造 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 公民館施設管理事業

事 業 の 概 要 各公民館施設の維持管理を行う。

事 業 の 実 績

・施設

城南公民館 S５６年建築 RC造２階建 610.61 ㎡

西田布施公民館 S６１年建築 RC造平屋建 1,079.09 ㎡

東田布施公民館 S６２年建築 RC造２階建 613.93 ㎡

麻郷公民館 S５５年建築 RC造２階建 613.68 ㎡

麻里府公民館 S５２年建築 RC造平屋建 360.85 ㎡

竹尾分館 S６３年建築 木造平屋建 176.37 ㎡

国木分館 H元年建築 木造平屋建 237.99 ㎡

小行司分館 H 6年建築 木造平屋建 199.93 ㎡

・耐震診断、耐震化工事実施状況

城南・麻郷・麻里府公民館（S56 年 5月以前建築） 耐震診断実施（H22）

診断の結果、城南・麻郷公民館は耐震無し、麻里府公民館は耐震有

城南、麻郷公民館の耐震補強工事完了（H23）

（経費内訳）

光熱水費、電話料、保険料、保守点検管理委託料、下水道使用料、修繕料等

事 業 の 経 費 14,659 千円

事業の成果と課題

施設管理業務は、各公民館職員により適正に管理されている。

中央公民館は取り壊され、その跡地は保健センターとして整備されている。また、麻

里府公民館は令和 6年度に新築、令和 7年度移転の予定になっている。

平成２３年に耐震補強工事を行ったものの施設の老朽化が進んでいるため、麻郷

公民館は令和 7年度に、城南公民館は令和 8年度に、公共施設個別施設計画に基

づき施設の長寿命化改修工事の予定となっている。

評 価 A
老朽化による施設整備の計画が立てられている。財政事情もあるが、関係

者が連携して、公民館の今後のあり方を検討してほしい。
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Ｎo.２６

施 策 名 豊かな文化の継承と創造 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 図書館管理運営事業

事 業 の 概 要
田布施図書館を読書活動の拠点施設とし、移動図書等による幼稚園・保育園・学

校等との連携、ボランティアと協働した活動により読書活動の普及・啓発を図る。

事 業 の 実 績

・図書館利用状況

購入冊数 3,810 冊（R3 1,604 冊）

蔵書冊数 97,305 冊（R3 94,794 冊）

貸出冊数 78,172 冊（R3 81,157 冊）

登録者数 15,908 人（R3 15,811 人）

利用者数 30,188 人（R3 28,102 人）

・移動図書 8箇所を巡回 4,908 人（利用者数） 8,865 冊（貸出冊数）

・読書感想文コンクール 10月 27 日～11 月 9 日 応募作品 979 点

・読書貯金通帳 通帳の配布（4月１日～）

・第 30 回図書館まつり 2月 18 日

・第 42 回感想文コンクール

表彰式 2月 18 日 表彰者 25名

・第 7回読書貯金通帳グレートリーダー表彰式 2月 18 日 表彰者 13 名

・クリスマス会 12月 24 日 「おはなしの会」主催 38 人（参加者数） 平成 4年度～

・ボランティア「おはなしの会」 9 回開催 延 262 人（参加者数）

・読書会「七草」 12 回開催 延 70 人（参加者数）

・朗読ボランティア「もやいの会」 29 回開催 延 124 人（参加者数）

・点訳ボランティア「ほおずきの会」 13 回開催 延 66 人（参加者数）

・ブックスタート事業 「ブックスタートパック」を贈呈 83 人（４ヶ月乳児） 平成 15 年度

～

・セカンドブック事業「絵本とかるた」を贈呈 89 人（3 歳児） 令和 2年度～

・第三次田布施町子ども読書活動推進計画策定（令和 5年 3月）

（施設）・田布施図書館 H3年建築 RC造 2階建 855.23 ㎡

（施設整備事業）・屋上防水改修工事 4,452 千円

事 業 の 経 費 27,818 千円（うち、8,903 千円は、新型コロナ地域支援対策費）

事業の成果と課題

第三次田布施町子ども読書活動推進計画を策定した。策定するにあたり、策定委

員会の開催や住民へのアンケートを行い、これまでの子ども読書活動の見直しや、こ

れからの読書推進の在り方を検討した。また、新型コロナ地域支援対策を活用し、子

どもの本の充実と、児童コーナーのリニューアルを行った。リニューアル後の児童コー

ナーの様子は、広報たぶせ 2月 10日号（令和 5年）に掲載し、子育て世代の読書意

欲の推進を図った。今後も、引き続き良書の確保を、資料の収集・整理に努める必要

がある。

評 価 A

読書活動の推進に向けて、各年代に応じた環境が整えられている。より多く

の方の利用に向けて、各種催しやボランティアグループの活動など、読書活

動への普及に引き続き努めていただきたい。
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Ｎo.２７

施 策 名 豊かな文化の継承と創造 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 郷土館管理運営事業

事 業 の 概 要

岸信介・佐藤榮作兄弟宰相を中心に、本町ゆかりの人物の遺品・遺作等を展示公

開し、また、国森、後井などの古墳・遺跡からの出土遺物等の展示を通して、郷土の

歴史と文化に対する理解を深め、文化の向上を図る。

事 業 の 実 績

【郷土館利用状況】

入館者数 440 人（R3 425 人）

・山口埋蔵物巡回展

令和 4年 7月 20 日～8月 21 日（7 月 25 日より休館） 来場 14 人

・「大崩遺跡出土壺棺」展示巡回展

令和 4年 11月 15 日～3月 10 日（各公民館）

・山口県埋蔵文化財センター講演会

コロナ状況により中止

・「わら細工：ほぼろ」

令和 4年 5月 3 ・ 4 日 参加者 14 人

・「岸信介元宰相の生涯」

令和 4年 11 月 1日～令和 4年 11月 30 日 65 人

・出前講座

麻郷公民館 9月 26 日 「麻郷の歴史」 30 人

城南公民館 10 月 20 日「城南の歴史」 25 人

麻里府公民館 コロナのため中止

西田布施公民館 コロナのため中止

東田布施公民館 コロナのため中止

麻郷小学校 11 月 22 日 26 人（6 年生）

（施設）

田布施町郷土館 ＲＣ造 2階建 748.00 ㎡ 土地 1,209.00 ㎡

NTT-AP より賃借（旧電話交換所事務棟） 賃借料 2,090 千円

事 業 の 経 費 8,092 千円

事業の成果と課題

岸信介元宰相の企画展や埋蔵文化財の巡回展等を積極的に企画し、郷土の歴

史・文化の研究・紹介などに努めている。

今後、郷土館内部資料（展示資料等）の整理を行いつつ、町内で発掘された出土

品を中心として、分かりやすい展示形態にし、郷土史の学習の場を整えている。

入館者数は本年度も新型コロナ禍の影響を受け、入館規制や臨時休館を行った。

結果、入館者数はほぼ横ばいの状態である。

評 価 B

コロナの影響もあって、企画展などへの来館者数が少ないといった課題があ

る。立地条件やその他理由が考えられるが、郷土の文化歴史を学ぶ機会を

提供する目的を再確認し、改善を図られたい。
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Ｎo.２８

Ｎo.２９

施 策 名 豊かな文化の継承と創造 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 埋蔵文化財調査事業

事 業 の 概 要
国営緊急農地再編整備事業に伴う発掘調査を行う。

周知の埋蔵文化財包蔵地における開発事業計画等の申請事務等を処理する。

事 業 の 実 績

・南周防農地整備事業に伴う国庫委託事業

吉井団地埋蔵文化財発掘調査（その２）委託事業 28,674 千円

・単独事業

発掘調査関連事業 6,052 千円

事 業 の 経 費 35,220 千円

事業の成果と課題

国営緊急農地再編整備事業の計画については、南周防農地整備事業所から委託

を受け、田布施町内で 3遺跡（吉井遺跡 B地点、吉井遺跡D地点、下平野遺跡）の

発掘調査を行った。辻花遺跡の報告書の刊行を行った。今後未刊行の報告書につい

て鋭意取り組む。

評 価 B
歴史的価値のある発掘がなされている。未刊行の報告書については、刊行

計画等、適切に対処し、継続的に取り組まれたい。

施 策 名 豊かな文化の継承と創造 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 町史編修事業

事 業 の 概 要
田布施町史の編修を行う。

令和３年度から令和６年度の４ヵ年で田布施町の平成史を刊行する。

事 業 の 実 績

・田布施町史平成版編修業務

2,946 千円（4 ヵ年合計 15,290,000 円）

・人件費・事務費など

1,106 千円

事 業 の 経 費 4,052 千円

事業の成果と課題

当初の予定より遅れが出ていたが、現在この遅れを考慮し、事業の進行スケジュー

ルを見直しながら実施している。町史編修事業は資料の収集が一通り済んでいる。細

目事案も大筋決定し、各分野ごと詳細資料が必要な場合は、適宜追加資料収集を行

うこととしている。

今後は執筆原稿を全庁の関係部署で随時確認していくことになる。

評 価 B
町史の編集が変更スケジュールどおりに進むよう、引き続き進捗状況を確認

しながら進めてもらいたい。
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Ｎo.３０

Ｎo.３１

施 策 名 スポーツ・レクリエーションの振興 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 スポーツ推進体制強化事業

事 業 の 概 要

「生涯スポーツのまち田布施」の実現のため、スポーツ推進委員が中心となり年齢、

体力に応じたスポーツ活動への参加、参画を啓発し、関係団体と連携しスポーツ活動

の機会の充実を図る。また、スポーツ団体指導者の研修、ボランティアの育成など人

材育成に努める。

事 業 の 実 績

・町スポーツ推進委員会 （スポーツ推進委員 １１名）

３回開催[4 月、9 月、3 月]

・中国地区スポーツ推進委員研修会（島根県）中止

・スポーツ推進委員研修会

オンライン開催（6 月 4 日、5 日）

・スポーツイベント(※)への指導及び協力

※スポーツまつり、町内駅伝競争大会、ウォーキング大会

事 業 の 経 費 546 千円

事業の成果と課題

新型コロナウイルスの影響で、県外での研修は中止となったが、スポーツイベントは

3年ぶりに開催され、スポーツ活動の普及啓発をする機会が復活した。

若年層のスポーツ推進委員を 1名委嘱し、世代交代が行われた。引き続きスポーツ

活動の普及啓発を図り、指導者等の人材育成も進めていく。

評 価 B

スポーツ推進委員の人材発掘について、まだまだ若者が埋もれていると思

われる。町のスポーツ振興に向けて、誘導できるような取組を進めていただ

きたい。

施 策 名 スポーツ・レクリエーションの振興 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 生涯スポーツ推進事業

事 業 の 概 要

全ての町民が様々な形でスポーツに関わり、健康で生きがいを感じることができる

「生涯スポーツのまち田布施」の実現を目指し、ひとり一スポーツを合い言葉に、スポ

ーツを通じて体力を強化し、健康の維持増進を図ることを目的に、スポーツ団体、スポ

ーツイベントを支援する。

事 業 の 実 績

・総合型地域スポーツクラブ「田布施スポーツクラブ」 （町補助金 350 千円）

クラブ員数 13 団体、324 人(R3 322 人)

会員親睦交流大会 7月 2日（土） 約 343 人（参加者数）

・田布施町スポーツ少年団 （町補助金 350 千円）

団員数 11 団体、154 人（R3 176 人）

結団式 4月 29 日（木） 中止

町スポ少専門部会 第 1回 9月 7日（水）、第 2回 2月 8日（水）

県スポ少ジュニアリーダースクール（光市） 8 月 4 日（木） 、5 日（金） 2 名

県スポ少指導者・育成母集団研修会（柳井市） 2 月 18 日（土） 9 名

・田布施体育協会（町補助金 1,200 千円）

会員数 14 団体、約 600 人

町内駅伝競走大会 12 月 11 日（日） 42 チーム(R3 中止)

・たぶせスポーツまつり実行委員会

たぶせスポーツまつり 10 月 8 日（土） 約 1,000 人（参加者数）(R3 中止)

事 業 の 経 費 3,031 千円
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Ｎo.３２

事業の成果と課題

各団体とも自主的に運営を行うとともに、イベント等での協力を通じて地域スポーツ

の活性化に貢献している。

これまで新型コロナウイルスの影響で、多くのイベントが中止となったが、3 年ぶりに

スポーツまつり、町内駅伝競争大会が開催された。しかしながら、事業を運営する人材

やスキルが失われつつあることが露呈したため、円滑にイベントを実施できるよう、運

営手順の確認・整理を行うとともに関係団体と緊密に連携を図る必要がある。

評 価 B

各団体への支援は積極的に行われている。生涯スポーツの町田布施の実

現に向け、スポーツ活動が充実するよう、競技者また指導者の人材育成に

取り組んでいただきたい。

施 策 名 スポーツ・レクリエーションの振興 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 我がまちスポーツ推進事業

事 業 の 概 要
「生涯スポーツのまち田布施」の実現を目指す一つの取組として、ウォーキングの普

及を図る。

事 業 の 実 績

・実施主体 総合型地域スポーツクラブ「田布施スポーツクラブ」

ウォーキング大会 11 月 26 日 約 80 人(R3 約 97 人)

魅力再発見ウォーキング 年 25 回実施（R3 年 28 回）

事 業 の 経 費 ━ 千円 （田布施スポーツクラブと連携）

事業の成果と課題

スポーツを通じて地域交流を促進し活性化を図るため、令和元年度改定の「田布施

町スポーツ推進計画」において、ウォーキングを「我がまちスポーツ」と位置付け事業

の推進に取り組んでいる。

具体的には、ウォーキングマップを配布し、“ウォーキング大会”、“魅力再発見ウォ

ーキング”を実施している。ウォーキングマップは、チェックポイントを見直し、改訂版を

発行している。

今後さらに健康増進を図っていくため、魅力的な新コースの開拓および学校との連

携と周知をはかり、ウォーキングを実施する人を増やしていく必要がある。

評 価 A

計画的に企画運営が十分になされている。高齢者の健康増進に寄与してい

る。引き続き、町の活性化を含め、ウォーキングの普及に努めていただきた

い。
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施 策 名 スポーツ・レクリエーションの振興 担当課 社会教育課

事 業 の 名 称 スポーツセンター管理運営事業

事 業 の 概 要 施設を安全・快適に利用できるよう、円滑に管理・運営を行う。

事 業 の 実 績

・施設利用状況

（施 設） （単位：㎡）

事 業 の 経 費 26,869 千円

事業の成果と課題

新型コロナウイルスの影響は年度当初にあったのみで、持ち直しの兆候は見られ

る。しかし、施設の利用人数、利用金額共に、令和元年度以前までの状態には戻って

いない。

第１体育館については、老朽化が進んでおり雨漏りも多く、大規模改修を予定してい

る。また、麻里府の艇庫についても老朽化による腐食が進んでいることもあり、年次

的に整備を進めていく必要がある。

評 価 B
施設の運営は適切になされている。施設の安全・快適な利用のため、施設

の整備計画に沿って進めていただきたい。

（単位：人、円）

令和 4年度 令和 3年度

利用人員 使用料 利用人員 使用料

プール 1,466 97,330 1,138 50,930

第 1 体育館 13,645 512,780 10,643 362,830

艇庫 0 0 0 0

第 2 体育館 18,500 840,240 16,174 679,900

町民グラウンド 12,454 285,770 10,387 222,700

弓道場 3,924 213,490 3,425 192,065

テニス場 1,758 281,150 1,790 217,020

合 計 51,747 2,230,760 43,557 1,725,445

（単位：㎡）

施設名 建築(更新)年 構造 面 積

第１体育館 S57 年建築 S造平屋建 728.50

第２体育館 S58 年建築 S造平屋建 1,221.00

プール上屋 H26 年更新 S造平屋建 914.64

〃 更衣室 S57 年建築 RC造平屋建 118.83

弓道場 Ｓ62 年建築 木造平屋建 295.64

艇 庫 Ｓ58 年建築 S造平屋建 447.00

グラウンドナイター設備 R3 年更新 8基 （グラウンド 16,358）
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４ 今後の取組について

教育委員会においては、令和 4年度までの事業の成果と課題を踏まえつつ、「第６次田布施

町総合計画」及び「田布施町教育振興基本計画」に基づき、田布施町の教育の充実に努めて

まいります。

とりわけ、学校教育にあっては、複雑で予測困難なこれからの時代を生き抜いていく子どもた

ちが、夢や志をもち、多様な人々と協働して、豊かな人生を切り拓いていく力を育むことができる

よう学校教育の充実に努めてまいります。

また、社会教育においては、町民一人ひとりが生きがいをもち、活力ある地域社会を築いてい

けるよう、生涯にわたる学びを支援する環境づくりに努めるとともに、学校・家庭・地域が連携・協

働した教育の拡充に努めてまいります。


